
定
刻
に
車
谷
副
委
員
長
が
開

会
宣
言
を
行
い
、
議
長
に
谷
特

別
執
行
委
員
を
選
出
し
、
定
期

大
会
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
中
島
委
員
長
か

ら
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
さ
れ
ま

し
た
。

改
憲
を
既
成
事
実
化
す
る

南
ス
ー
ダ
ン
へ
の

自
衛
隊
派
兵

昨
年
９
月
19
日
に
安
倍
政
権

が
「
戦
争
法
案
」
を
強
行
採
決

し
て
１
年
に
な
り
ま
す
。
今
年

の
参
議
院
選
挙
で
「
改
憲
勢
力
」

が
３
分
の
２
を
占
め
、
選
挙
後

安
倍
総
理
は
「
改
憲
」
に
言
及

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
は

南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣

を
進
め
る
な
ど
、
改
憲
を
「
既

成
事
実
化
」
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

国
民
の
多
数
が
望
ま
な
い

憲
法
９
条
の
改
正

し
か
し
、
最
近
の
世
論
調
査

で
も
憲
法
９
条
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
国
民
の
多
く
が
改
憲
を

望
ん
で
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
平
和
は
す
べ
て
の
原
点

で
あ
り
、
こ
の
間
盛
り
上
が
っ

た
「
市
民
と
の
共
闘
」
を
通
じ

て
戦
争
法
廃
止
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

経
済
指
標
で
も
明
ら
か
な

「
効
果
が
な
い
」
経
済
政
策

経
済
対
策
で
も
、
現
政
権
が

進
め
る
施
策
に
効
果
が
な
い
こ

と
は
、
各
種
の
経
済
指
標
を
見

て
も
明
ら
か
で
す
。
７
月
の
物

価
上
昇
率
は
総
合
指
数
で
マ
イ

ナ
ス
０
.
５
％
、
個
人
消
費
も

２
年
連
続
で
前
年
割
れ
し
て
い

ま
す
。
大
企
業
優
先
の
施
策
か

ら
国
民
の
暮
ら
し
優
先
の
施
策

へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
す
。

（
中
略
）

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
も

景
気
回
復
効
果
は
疑
問
視

金
融
情
勢
に
つ
い
て
は
、
マ

イ
ナ
ス
金
利
に
触
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
黒
田
総
裁
は
、

９
月
５
日
の
講
演
で
大
規
模
な

金
融
緩
和
に
も
か
か
わ
ら
ず
２

％
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」
は

実
現
で
き
な
い
旨
の
発
言
を
し

ま
し
た
。
今
後
、
市
場
の
期
待

を
受
け
て
日
銀
が
マ
イ
ナ
ス
金

利
幅
の
拡
大
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
さ
ら
な
る
追
加
緩
和
を
行
う

こ
と
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

景
気
回
復
に
寄
与
す
る
か
ど
う

か
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
単
に
「
金
利
」
「
経
済
」

の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

国
が
そ
の
先
に
作
り
出
そ
う
と

し
て
い
る
金
融
情
勢
に
注
意
が

必
要
で
す
。

（
中
略
）

地
域
金
融
機
関
の

再
編
で
な
く

重
要
な
「
社
会
的
役
割
」

ま
た
、
先
日
金
融
庁
か
ら
公

表
さ
れ
た
「
金
融
レ
ポ
ー
ト
」

に
は
、
平
成
３
７
年
３
月
期
に

全
国
地
銀
の
６
割
超
が
赤
字
に

な
る
試
算
が
盛
り
込
ま
れ
、
再

編
を
促
す
か
の
よ
う
な
報
道
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地

域
金
融
機
関
の
再
編
で
は
な
く
、

地
域
経
済
の
発
展
に
資
す
る
と

い
う
地
域
金
融
機
関
の
社
会
的

役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
す
。

金
融
機
関
の

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
化
を

許
さ
な
い
運
動
を
！

労
働
法
制
の
改
悪
が
企
図
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
金
融
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
こ
と

が
金
融
機
関
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
」
化
を
正
当
化
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
従
業

員
組
合
は
、
情
勢
変
化
を
敏
感

に
感
じ
取
り
、
労
働
者
が
抱
え

る
多
く
の
問
題
や
悩
み
を
解
決

す
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
視

野
を
拡
げ
て
私
た
ち
の
運
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

下
期
臨
給
要
求
な
ど

全
会
一
致
で
決
定

大
会
で
は
、
澤
井
書
記
長
が

「
２
０
１
５
年
度
の
総
括
」
「
私

た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
」
「
２
０

１
６
年
度
の
目
標
と
闘
い
の
進

め
方
」
、
八
軒
執
行
委
員
か
ら

「
下
期
臨
給
要
求
」
に
つ
い
て
提

案
が
さ
れ
、
討
論
を
行
い
全
会

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。
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下期臨給要求の基本

〇当行で働くすべての人の臨給改善をはかります。

〇行員１５％、専任行員７.５％のカットの復枠を要求します。

〇公平な人事考課とマス目の底上げで格差縮小をはかります。

〇定例給与から子ども手当の減額を中止します。

〇２０１６年度賃上げ額と福利調整手当を算入し、全従業員

が上期臨給より上回る要求をします。

〇新入行員の定額制に反対し、定例月収スライド方式で増額

をはかります。

〇産前産後休暇中の臨給について、全額支給をはかります。

〇パートタイマーの臨給については、就業時間数に応じて受

給できるように改善をはかります。

〇１級～３級は、平均定例給与に２１５％を乗じた額を支給

基準額とします。

〇全従業員に対し、スライド復枠の増額を実現します。同時

に全従業員メリットは２０１６年下期金額を最低保障し、

生活改善をめざします。

10
月
13
日
、
守
山
市
内
に
於
い
て
滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
は
、
第

１
１
７
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
来
賓
と
し
て
滋

賀
県
労
連
清
水
副
議
長
、
日
本
共
産
党
滋
賀
県
委
員
会
佐
藤
国
民
運

動
部
長
、
金
融
労
連
近
畿
地
協
岡
野
議
長
が
臨
席
さ
れ
、
み
な
さ
ん

か
ら
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
根
野
昭
三
氏
を

は
じ
め
多
数
の
先
輩
組
合
員
も
参
加
さ
れ
幅
広
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
労
連
の
清
水
副
議
長

は
、
労
働
者
の
暮
ら
し
を
守
る

に
は
最
賃
制
度
問
題
が
重
要
と

し
、
派
遣
労
働
者
が
４
割
を
占

め
格
差
も
広
が
っ
て
い
る
現
状

に
触
れ
「
労
働
者
国
民
の
生
活

を
向
上
さ
せ
、
経
済
の
好
循
環

を
作
り
だ
す
に
は
、
賃
上
げ
と

非
正
規
労
働
者
の
正
規
化
を
図

り
消
費
購
買
力
を
増
や
す
こ
と

で
日
本
経
済
の
活
性
化
は
で
き

る
。
地
域
経
済
、
平
和
、
原
発
、

基
地
な
ど
今
ほ
ど
県
労
連
の
運

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
な

い
、
組
織
拡
大
に
打
っ
て
出
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
滋
賀
県
委
員
会

の
佐
藤
氏
は
「
参
議
院
選
挙
で

32
の
一
人
区
の
す
べ
て
で
野
党

共
闘
が
実
現
し
11
区
で
成
果
を

上
げ
た
。
一
方
の
改
憲
勢
力
は

３
分
の
２
の
議
席
を
得
て
、
自

衛
隊
を
内
戦
状
態
の
南
ス
ー
ダ

ン
へ
派
遣
す
る
憲
法
違
反
は
許

せ
な
い
。
野
党
と
市
民
の
力
で

総
選
挙
に
臨
み
「
だ
ま
し
討
ち
」

政
治
の
転
換
を
目
指
そ
う
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

金
融
労
連
近
畿
地
協
の
岡
野

具
長
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
施
策

に
よ
る
金
融
環
境
や
合
併
促
進

の
金
融
施
策
を
指
摘
し
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
、
組
合
か

ら
の
「
臨
給
カ
ッ
ト
は
元
に
戻

せ
る
が
、
公
的
資
金
導
入
は
反

対｣

と
経
営
に
迫
っ
た
こ
と
に

触
れ
「
こ
の
時
期
、
少
数
で
も

正
論
の
言
え
る
組
合
が
重
要
で

あ
り
、
と
も
に
が
ん
ば
ろ
う
」

と
結
ば
れ
ま
し
た
。

大会挨拶をする中島委員長

提案を行う澤井書記長

来
賓
の
挨
拶



サ
マ
ー
タ
イ
ム
に
選
択
制

池
田
泉
州
銀
行
従
組

定
期
大
会
の
総
括
で
事
務
局

長
か
ら
報
告
さ
れ
た
「
金
融
再

編
合
理
化
の
中
で
雇
用
を
守
り

労
働
条
件
改
善
と
経
営
民
主
化

の
と
り
く
み
」
で
は
、
池
田
泉

州
従
組
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
継

続
導
入
の
提
案
に
対
し
て
職
場

全
体
の
要
求
と
し
て
育
児
・
介

護
・
時
短
利
用
者
に
対
し
て

「
選
択
制
」
と
さ
せ
た
た
た
か
い
。

再
雇
用
者
の
賃
下
認
め
ず

京
都
北
都
信
金
従
組

京
都
北
都
信
金
従
組
の
定
年

再
雇
用
規
定
改
悪
提
案
に
対
し

て
該
当
者
が
従
組
に
加
入
し
て

改
善
を
勝
ち
取
っ
た
た
た
か
い
。

ま
た
、
大
同
信
組
・
熊
野
さ

ん
の
「
試
用
期
間
延
長
と
本
採

用
拒
否
」
に
よ
る
不
当
解
雇
や

大
阪
シ
テ
ィ
信
金
・
緒
方
さ
ん

の
「
パ
ワ
ハ
ラ
、
過
密
労
働
で

心
の
病
を
発
病
し
、
休
職
の
期

間
満
了
解
雇
の
強
行
」
な
ど
不

当
解
雇
撤
回
闘
争
支
援
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
年
の
交
渉
案
件
を
妥
結

滋
賀
銀
行
従
組

滋
賀
従
組
か
ら
は
中
島
委
員

長
（
代
議
員
）
か
ら
次
の
発
言

を
行
い
ま
し
た
。

滋
賀
銀
行
で
は
、
平
成
17
年

以
来

10
年
以
上
に
わ
た
り
、
銀

行
と
交
渉
を
続
け
て
い
る
提
案

が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
個
人
情
報
保
護
法

に
基
づ
く
提
案
で
す
。
こ
の
提

案
は
、
退
職
後
も
情
報
管
理
の

責
任
を
追
及
さ
れ
る
こ
と
に
加

え
、
他
に
も
ひ
ど
い
内
容
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
組
合
は
修
正

を
求
め
平
行
線
を
た
ど
っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
番
号
法
の
成

立
を
受
け
、
銀
行
が
内
容
を
緩

和
修
正
し
た
再
提
案
を
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
確
認
の
う
え
妥

結
し
ま
し
た
。

安
全
衛
生
委
員
会
の

委
員
選
定
問
題
を
解
決

も
う
一
つ
は
安
全
衛
生
委
員

会
の
委
員
選
定
に
つ
い
て
で
す
。

滋
賀
銀
行
の
職
場
で
も
、
労
働

基
準
監
督
署
の
立
入
検
査
に
よ

る
時
間
外
手
当
不
払
い
の
摘
発

や
過
労
が
原
因
と
想
定
さ
れ
る

自
殺
な
ど
、
職
場
環
境
は
決
し

て
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

従
組
は
、
多
数
組
合
と
経
営

側
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る

委
員
会
で
は
、
有
効
に
機
能
し

な
い
と
い
う
懸
念
を
経
営
に
明

示
し
、
従
組
か
ら
も
委
員
の
選

任
を
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し

た
が
、
銀
行
は
拒
否
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
昨
年
の
労
働
安
全

衛
生
法
改
正
に
よ
り
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
か
ら
、
経
営
の
姿
勢
が
「
従

組
の
声
も
聞
こ
う
」
と
い
う
よ

う
に
変
化
し
は
じ
め
、
「
多
数
組

合
以
外
の
労
働
組
合
か
ら
の
推

薦
で
１
名
委
員
を
選
任
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
後
も
、
数
に
よ

ら
な
く
て
も
正
論
で
交
渉
を
進

め
れ
ば
道
は
開
け
る
こ
と
を
信

じ
て
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
で
職
場
実
態
報
告

さ
ざ
な
み
ネ
ッ
ト

さ
ざ
な
み
ネ
ッ
ト
か
ら
参
加

し
た
山
﨑
特
別
執
行
委
員
（
本

部
役
員
）
は
、
滋
賀
従
組
の
定

期
大
会
議
案
「
職
場
の
情
勢
」

の
グ
ラ
フ
を
示
し
、
従
業
員
数

の
推
移
と
人
件
費
の
推
移
な
ど

を
示
し
、
分
析
結
果
か
ら
職
場

の
状
態
を
見
る
大
事
さ
な
ど
に

つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

金
融
職
場
に
共
通
の
課
題

パ
ワ
ハ
ラ
の
闘
い
支
援
を
！

大
会
に
参
加
し
た
八
軒
執
行

委
員
（
本
部
役
員
）
か
ら
次
の

よ
う
な
報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。第

11
回
近
畿
地
協
定
期
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

大
阪
シ
テ
ィ
信
金
の
尾
形
氏
か

ら
パ
ワ
ハ
ラ
裁
判
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
の
内
容
を
聞
い
た
所
、

私
が
か
つ
て
受
け
て
き
た
の
と

大
変
よ
く
似
て
い
ま
し
た
。
家

族
の
悪
口
を
言
う
、
銀
行
に
来

る
な
、
早
く
辞
め
ろ
、
と
言
っ

た
発
言
。

被
告
側
の
上
司
は
、
原
告
の

為
を
思
っ
て
言
っ
た
と
弁
解
す

る
な
ど
、
全
く
私
が
か
つ
て
嫌

が
ら
せ
を
受
け
て
き
た
時
と
同

じ
で
す
。
私
は
裁
判
ま
で
は
行

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の

尾
形
氏
の
裁
判
、
勝
訴
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。
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10
月
13
日
、
滋
賀
銀
行
従
業

員
組
合･

年
金
者
部
会
総
会
が
開

催
さ
れ
部
会
員
20
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
は
当
従
組
定

期
大
会
に
連
動
し
て
開
催
さ
れ

た
の
で
従
業
員
組
合
員
も
参
加

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
経
過
報
告
、
新

年
度
の
方
針
、
決
算
予
算
、
役

員
体
制
な
ど
が
確
認･

決
定
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
の
後
半
は
、
滋

賀
民
医
連
の
楠
神
事
務
局
次
長

を
講
師
に
「
高
齢
者
を
と
り
ま

く
医
療
問
題
」
に
つ
い
て
の
学

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
当
従
組
と
の

交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
和
や
か

に
近
況
報
告
な
ど
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
詳
細
は
年
金
者
部
会

ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

金
融
再
編
合
理
化
の
中
で

雇
用
を
守
り
労
働
条
件
改
善
と

経
営
民
主
化
の
と
り
く
み

10
月
22
日
、
京
都
市
内
に
お
い
て
金
融
労
連
・
近
畿
地
協
第
11

回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
代
議
員
、
役
員
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
33
人
が
参
加
さ
れ
、
当
単
組
か
ら
役
員
２
名

と
代
議
員
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ざ
な
み
ネ
ッ
ト
か

ら
は
、
役
員
１
名
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
体
制
を
確
立

大
会
で
は
、
次
の
役
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

議
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京
都
北
都

〃

･

森

廉
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ユ
ニ
き
の
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に

〃

･

松
島
照
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ユ
ニ
大
阪

〃

･

車
谷

薫･

滋
賀

事
務
局
長･

阿
部
正
己･

京
都
北
都

事
務
局
次
長･

伊
藤
宗
孝･

ユ
ニ
直
属

開会の挨拶をする和田部会長

総会に参加したみなさん

医療問題の講演する楠神氏 交流会の最後にガンバロー


